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介年の憂は,デンマークも非常な暑さに見舞われたそうで,新開を泌ん

でいると,窓力町幻くようには設計されていないバスで通勤する乗客が,そ

れをつくった技師の先見の明のなさを呪っていると力、今まで凉しくて凌

ぎょかったのに,この暑さは全く予想外なことであり,これからもどんな

変化が起るとも限りません。また,]974午の蒋,コペンハーゲンの王ヨ幻剣

場で"死の勝ネ小'と題するバレーをみる機会を得ましたが,これはルーマニ

ヤ生れのフランス税代1剣作家イオネスコの作品をj解こして,デンマークの

バレー巨匠フレミング・フりント(Flemming Flindl)が振りイ寸けをした

ものでしナC。ところが駄近或る日本の週刊,沽に,この作吊,のニューヨーク

公演が,ヌード・シリーズの1-11に写真入りでおさまっており,さらに伝統

的なバレール1がよくこのようなi'打的なものをつく「たと,1、r価していまし

た。

デンマークは地理的には小さい醐ですが,このように新しいものや旧い

ものが雑居しており,仰々・'血的にはとらえられないものだと今更ながら

痛感させられています。

イ1Ξ々当ilf学利・への入学名の小にも,当初からデンマークについて学ひyこ

いという明磁な愆図をもったものが増えて来ましたし,在学ι1ξ,卒1業化の

小には,デンマーク研窕を,占して詔学する者もでてきています。ーカ,こ

の 5刀から1究任したデンマーク人の客n教授は, n分の心1門として日木'沼

を学ぽうとする研究者で,寸i語学本1でデンマークを敦える11加こも何らかの

望ましい効果が川てくるのではないかと■んでいます。

さて,私たちの学科・も禿足以来満10作が経過し,語科砧IDUN 1 が出

てからまる 3郁になりここにその第3号を発・刊する述びになりました。第

3・号がまだ届かないので早速送るようにとの御依頼寺今までお叉けしまし

たが,火は,咋仟,度は"用の関係などから出版できず,今年になってしま

IDUN Ⅲを出すにあたって
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いました。

介山1はデンマーク語の音声上の特色のーつである"stφd"の考察, H.

C.アナセンの作品分析,スカンディナヴィアの文学発祥地であるアイス

ランドに残る巾山の一文献の検討などのー゛揣を窕表することになりまし

九。焼者の皆様の忌悍のない御批評ならびに御助言をいただくことができ

れば拳いです。
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